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ふりがな おかやまけんりつびじゅつかん がっこうとびじゅつかんのれんけいいいんかい 

団体名 岡山県立美術館 学校と美術館の連携委員会 

代表者名 会⾧ 守安收（岡山県立美術館館⾧）／事業担当者 岡本裕子（同主任学芸員） 

連絡先 

住所 岡山県岡山市北区天神町 8－48 

TEL 086－225－4800 

E-mail kenbi@pref.okayama.lg.jp 

URL https://okayama-kenbi.info/ 
設立年（西暦） 2009 年 

助成活動名 留学生・在住外国人も美術館を楽しめるよう、やさしい日本語を使った展覧会の開催 

助成額  1,000,000 円 

活動内容 

目的 

  
「美術館という場」で、「美術や文化」を介して、日本にルーツを持たない多様
な文化背景を持つ人びとが、地域や社会との接点を形成することを目的に活動
する。 
 同時に、日本にルーツを持つ地域や社会の人びとが、日本にルーツを持たな 
い多様な文化と交流する場を形成することを目的として活動をする。 
 

内容 

 
１．やさしい日本語研修会 
＊タイトル_「やさしい日本語」とはなんですか？「やさしい日本語」ではなし

ましょう 
＊開催日時_2025 年 7 月 5 日（土）10：00－12：00 
＊会  場_岡山県立美術館研修室＆2 階展示室 
＊講  師_國弘保明氏（川崎医療福祉大学総合教育センター講師） 
＊対  象_ミュージアムに関係のある人、やさしい日本語に興味がある人 
＊参加者数_30 人 
 
２．やさしい日本語で日本文化を楽しむワークショップ 
＊タイトル_「着物で美術館を歩く」 
＊開催日時_2025 年 11 月 23 日（日）10：00－12：30 
＊会  場_岡山県立美術館研修室＆地下 1 階展示室 
＊講  師_磯島真理子氏（まりこきもの文化学院） 
     _高木良幸氏 （趣味のきもの染織近藤） 
＊対  象_外国にルーツを持つ 16 歳以上の人とその家族、留学生やそのお友 

たち 
＊参加者数_11 人（内 10 人外国にルーツを持つ 16 歳以上の人） 
 
３．やさしい日本語で多文化交流 
(1)やさしい日本語×ミュージアム_INE×県美 

＊タイトル_「紙コップであそぼう‼」 
＊開催日時_2025 年 7 月 26 日（土）10：30－12：00 
＊会  場_岡山県立美術館研修室 
＊講  師_岡本裕子（岡山県立美術館主任学芸員） 
＊対  象_INE に登録している外国にルーツのあるファミリー 
＊参加者数_34 人（親 14 人、子 20 人） 

 
 



 
(2)じゅにあ・ミュージアム・Lab<12 月＞ 

＊タイトル_「世界をのぞく－“アンデスの玉手箱”をあけてみよう－」 
＊開催日時_2025 年 12 月 6 日（土）10：00-、14：00-、7 日（日）10：00- 
＊会  場_岡山県立美術館研修室 
＊講  師_岡本裕子、中西ひかる 

（岡山県立美術館主任学芸員／魅力発信スタッフ） 
＊対  象_小学生中学年から中学生とその保護者 
＊参加者数_18 人 

 
４．2026 夏プロジェクト 
(1)岡山県立美術館、林原美術館、夢二郷土美術館の 3 つの美術館が、「やさし 

い日本語」を使って夏休み展示の作品を紹介する。また、岡山県立図書館は
「やさし日本語」に関する本を紹介する。美術館と図書館が連携して、「やさ
しい日本語」に取り組むことで、多文化共生社会の推進を図る。 
 

(2)きっず・ミュージアム・Lab＜8 月＞ 
＊タイトル_「－親子で、《びじゅつたんけん》×《やさしい日本語》－」 
＊開催日時_2025 年 8 月 2 日（土）10：30-、14：00-、3 日（日）10：30- 
＊会  場_岡山県立美術館研修室＆2 階展示室 
＊講  師_岡本裕子、中西ひかる 

（岡山県立美術館主任学芸員／魅力発信スタッフ） 
＊対  象_小学生 1 年生～4 年生とその保護者 
＊参加者数_46 人 

 
(3)やさしい日本語を紹介する動画制作 

＊https://okayama-kenbi.info/topi-yasashiinihongo2025/ 
＊https://www.youtube.com/watch?v=B91yChk8l0E 

 
５．和文化小冊子「きもの読本」（やさしい日本語版）の制作 
 やさしい日本語で和文化を楽しむ WS「着物で美術館をあるく」に参加した外

国にルーツを持つ方から「着物について知りたいこと」をリサーチして、そ
の内容を「きもの読本【やさしい日本語版】」で制作する。 

 
当初の
計画か
らの変
更点 

（大きな変更点なし） 

成果 

 
外国にルーツを持つ人を対象としたプログラムを、小さい子どもを抱えるフ

ァミリー層、ならびに 16 歳以上の留学生等在住外国人に届けることができた。  
そして、幅広い年齢層の日本語を母語とする人びとを対象とした多様なプロ

グラムを実施することで、多文化共生社会についてとともに考える機会を持つ
ことができた。特に、「やさしい日本語《研修会》」を「やさしい日本語に興味
のある方どなたでも」を対象にして開催したことで、地域や社会の多様な人び
とと一緒に、多文化共生社会について考える機会になった。 

また、遊びや思考と試行をとおして美術や美術館と出合う当館の既存のプロ
グラム「プレ・ミュージアム事業」のフレームの中で、「やさしい日本語×ミュ
ージアム事業」を実施することで、幼児から小中学生が楽しく多様な文化と出
合い、多文化共生社会の一端を感じることができたと思う。 

 
 



今後の課題と対
応策 

 
 様々な関係諸機関をとおして、日本にルーツを持たない人びとと美術館が出合う機会を
つくることができたが、日本にルーツを持たない人一人ひとりと美術館がどのように関係
性をつくっていくかが、今後の課題になると考える。 
 そして、日本にルーツを持つ人とルーツを持たない人がともに、気軽にプログラムに参
加し、そこで交流が生まれる場づくりが今後の課題になると考える。 

課題解決のために、「やさしい日本語×ミュージアム事業」を、地道に継続していくこと
が重要だと考える。様々な関係諸機関と緩やかに連携しながら、日本にルーツを持たない
人一人ひとりとの関係づくりを涵養に進めるためのプログラムを今後も実施する。キーワ
ードは、《交流の場としての美術館》。 
 

写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2025/7/15  1「やさしい日本語研修会」 

2025/11/23  2「やさしい日本語で日本文化を楽しむ WS『着物で美術館を歩く』」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2025/7/26  3 (1)「やさしい日本語×ミュージアム_INE×県美『紙コップであそぼう‼』」 

2025/12/6  3 (2)「じゅにあ・ミュージアム・Lab<12 月＞ 
『世界をのぞく－“アンデスの玉手箱”をあけてみよう－』」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2025/8/2  4 (2)「きっず・ミュージアム・Lab＜8 月＞ 
『－親子で、《びじゅつたんけん》×《やさしい日本語》－』」 


